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平成26年度　～　平成30年度　（5年間） 八王子市

１）一人当たり市立都市公園の面積を、H26当初9.67㎡からＨ30末までに10.0㎡に向上 
２）公園アドプト制度参加人数を、H26当初19,738名からＨ30末までに21,000人に増加 
３）都市公園等の利用促進と市民の緑化意識向上のため、市制100周年となる平成29年度に「全国都市緑化はちおうじフェア」を開催し、メイン会場となる富士森公園で開催期間中25万人の集客を図る。 

（H26当初） （H28末） （H30末）
市内市立都市公園の一人あたり面積を測定する。 

公園アドプト制度参加人数を計数する。 

「全国都市緑化はちおうじフェア」のメイン会場となる富士森公園で開催期間中の来場者数を計数する。 

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

1-A-1 公園 一般 八王子市 直接 八王子市 1,497 －

1-A-2 公園 一般 八王子市 直接 八王子市 552 策定済

合計 2,049

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

1-C-1 公園 一般 八王子市 直接 八王子市 451

合計 451

番号 備考

1-C-1

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

　八王子市の市街地ではみどりが減少している状況にあり、人と自然が触れ合える空間の消失、野生生物の生息空間の減少、防災機能の低下、都市景観の無機質化などを招いていることから、良質な都市公園の整備と利用促進の重要性は以前に
も増して高まっている状況にある。このような中、八王子市では、みどりの基本計画（平成22年3月策定）において、自然とまちと人を結ぶ「みどりの環境調和都市」を将来像とし、公園施設の量的充足を目途とした用地確保、自然緑地の保全
と高質な営巣物緑地の形成に取り組み、幅広く利用される緑地として利便性向上及び利用促進を図るとともに、老朽施設の維持管理・更新及び既存施設の長寿命化などを通じて安全性の向上に取り組んでいるところである。その中でも市中心部
に位置する富士森公園は、約10.6haの広大な敷地に陸上競技場や野球場、テニスコート及びフットサルコートといった運動施設を擁する運動公園であり、春の花見や夏の花火大会など、各種イベントでにぎわう、市を代表する市民の憩いの場と
なっているが、昨今の市民の環境意識の高まりや少子高齢化に伴う利用者ニーズの変化、防災意識の向上などを背景に、より高質な緑化の推進と利用促進、既存施設の更新に伴うバリアフリー対応及び防災機能の更なる充実が求められている状
況にある。
　以上の状況を踏まえ、緑地は快適な市民生活を送る上での必要不可欠との認識のもと、「みどりの環境調和都市」の実現を図るため、富士森公園を中心とした「都市公園の整備」を推進し公園利用者の利便性の向上を図るとともに、市民参加
による公園づくり等を通じて公園愛護と緑化意識の向上を図り、魅力ある公園づくりを推進して都市公園の利用促進を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象
計画の目標

みどりの環境調和都市に資する市立都市公園の整備

平成29年1月29日

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
2,500百万円 Ａ 2,049百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ 451百万円

9.67㎡ 9.80㎡ 10.00㎡

19,738人 20,000人 21,000人

250,000人
（H29期間中）

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

18.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

八王子市
用地買収、公園施設整備
A=1.0ha

八王子市

長寿命化計画（209公園）、安全安
心対策（富士森公園における園路
のバリアフリー化等）、長寿命化
対策（富士森公園園路、遊具広場
の整備、船森公園等209公園遊戯施
設の改築）

八王子市都市公園安全・安心対策事業

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容

都市公園等事業（富士森公園）

費用便益比
（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

市民の都市緑化意識の高揚、都市緑化に関する知識の普及及び都市空間を効果的に彩る民間の緑化施設の整備等を目的としたワークショップ等の市民協働事業を、基幹事業と一体的に行うこと で、緑豊かな潤いの
あるまちづくりに寄与する。

市町村名
港湾・地区名

全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

八王子市
全国都市緑化八王フェアの開催を
含めた都市緑化に関する普及啓発

全体事業費
（百万円）

都市緑化普及啓発事業



交付金の執行状況
（単位：百万円）

H26 H27 H28 H29 H30

計画別流用
増△減額
（b）

0.0 0.0 0.0 0.0

配分額
（a）

3.5 38.7 152.3 220.4

前年度からの繰越額
（d）

0.0 0.0 0.0 0.0

交付額
（c=a+b）

3.5 38.7 152.3 220.4

0.0

翌年度繰越額
（f）

0.0 0.0 0.0 0.0

支払済額
（e）

3.5 38.7 152.3 220.4

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

- - - -

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

不用額
（h = c+d-e-f）

0.0 0.0 0.0 0.0

うち未契約繰越額
（g）

0.0 0.0 0.0


